
1．はじめに
　後期新石器時代（前 7000/6600～5400/5200 年頃）は、

「肥沃な三日月地帯」で新石器化を遂げていた人びと
が、銅石器時代（前 5400/5200～3100/3000 年頃）の終
わりに都市文明が花開く、メソポタミア低地の開発へ
と乗り出した時代である。私たちはそのプロセスを定
点的かつ実証的に追跡することを目指し、イラク・ク
ルディスタン地域スレイマニヤ県南東部にて、シャカ
ル・テペ（Shakar Tepe）とシャイフ・マリフ（Shaikh 
Marif）という二つの先史遺跡を調査してきた（Odaka 
et al. 2020, 2023a, 2023b, 2025；小髙ほか 2025）。これ
らの遺跡が立地するシャフリゾール平原はザグロス西
麓の山間盆地であり、「肥沃な三日月地帯」の東翼に
位置しながら、ティグリス河の支流ディヤラ川を介し
てメソポタミア低地へと通じている。新石器化と都市
化のはざまを探るうえで恰好のフィールドといえるだ
ろう。

2．2025 年の発掘調査
　2025 年 8 月 23 日から 9 月 18 日にかけて、シャイ
フ・マリフ遺跡の第 2 次発掘調査を実施した。この遺
跡は、三つの低い遺丘（Ⅰ～Ⅲ号丘）からなるが、この
うちⅢ号丘には先史時代の遺物の散布が認められない。
Ⅱ号丘は 2022 年に発掘を実施し、前 6100/6080～

6000 年頃の考古学的証拠が捉えられた（Odaka et al. 
2023a）。残るⅠ号丘はおおよそ径 100 m の平面規模
をもつ遺跡最大の遺丘であり、今回はその西寄りに東
西 14 m×南北 2 m の調査区（D 区）を設けて発掘を実
施した（図 1）。
　調査区の地表は東側が高いものの、傾斜は緩く標高
479 m 台に収まる。現在、遺丘全体で耕作が行なわれ
ており、現代の土坑がいくつも掘り込まれていた。厚
さ 1 m 近くの表土層の直下には後期新石器時代の文
化層が 2 m 弱の厚さで堆積しており、地表から深さ
2.5 m ほどで自然堆積（地山）に到達した（図 2）。発掘
された文化層は複数の層位に区分できそうであるが、
詳細は検討中である。
　シャイフ・マリフ遺跡は 2012 年にシャフリゾー
ル・サーヴェイ・プロジェクトによって踏査されてい
るが、その折にⅠ号丘で表面採集された資料の過半数
は歴史時代の土器であった（cf. Odaka et al. 2019）。現
在でも地表に後世の遺物の散布がみられるものの、今
回の発掘調査ではそうした時代の文化層を検出できな
かった。また、遺丘の最高地点と調査区とのあいだに
さほどの標高差はなく、調査区を含む遺丘の西半に歴
史時代の文化層はあまり遺存していないであろうこと
が推察された。遺跡は臨在するダム湖の水位上昇に
よってたびたび水没するため、侵食によって消失した
のかもしれない。
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3．検出遺構
　現代の土坑はさておき、今回の発掘調査において明
確な建築遺構は残念ながら検出できなかった。しかし、
比較的深くまで掘り下げた調査区の西側、約三分の二
の範囲では、遺存状態の良好な遺物が集中して出土し
た（図 3）。これらの遺物は標高 477.5 m から 478.0 m
までのあたりで、おおよそ 3 か所にまとまりながらも、
互いに隣り合いつつほぼ全面に広がっていた。大多数
は完形にまで復元できそうな個体を含む土器（図 4）で
あったが、少数の石器や動物骨なども含まれ、特に西
端のまとまりからは大きめの石が顕著に出土した。そ
れぞれのまとまりには高い一括性を認めるのが妥当で
はあるが、分布は必ずしも水平ではなく、近接する遺
物どうしでも高低差のみられる場合があった。こうし

た出土状況は、短期間のあいだに多量の遺物を乱雑に
廃棄した結果を示すものと考えられ、大きな石のまと
まりは、解体された建築物を粗雑に片付けた跡かもし
れない。
　また、この遺物集中域のやや上方からは、黒曜石製
のサイド＝ブロウ・ブレイド＝フレイク 25 点とサイ
ド＝ブロウ・ブレイド＝フレイクの石核 2 点が径
0.5 m ほどの範囲からまとまってみつかった。うち 3
点は接合でき、石器製作工程を直接的に語る稀有な証
拠が得られた。

4．出土遺物
　出土遺物の大半は土器であった。表土層や現代の土
坑などに包含されていた数点の歴史時代の土器やハッ
スーナ標準土器を除くと、圧倒的大多数（口縁部片数

図 1　シャイフ・マリフ遺跡の地形と調査区の配置

図 2　D区の土層断面（南面）
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で約 81％、重量で約 97％）を占める粗製植物混和土器
とわずかな精製植物混和土器という、2 つのウェアグ
ループからなっていた（図 5）。粗製植物混和土器は北
メソポタミアの原ハッスーナ土器に類似するものであ
り、また、精製植物混和土器はしばしば器面に赤褐色
の化粧土やミガキ調整が施された、やや小ぶりの土器
である。このアセンブリッジは 2019 年と 2024 年に発
掘したシャカル・テペ遺跡 A 区下層のそれとほぼ一
致し、帰属年代はこれまでの放射性炭素年代測定から

前 6400/6380～6100/6080 年頃と推定される。すなわ
ち、シャイフ・マリフ遺跡Ⅱ号丘の居住に先行する年
代であり、表面採集資料の型式学的検討にもとづく事
前の予測（Odaka et al. 2019）とも一致する。
　後期新石器時代のコンテクストから出土した打製石
器の石材は、チャートが 819 点（約 85％）、黒曜石が
145 点（約 15％）であった。シャイフ・マリフ遺跡Ⅱ号
丘やシャカル・テペ遺跡Ⅰ号丘における後期新石器時
代の例（3％前後）よりも、黒曜石の占める割合がかな

図 3　遺物集中域（部分・東から） 図 4　遺物集中域の土器出土状況（部分・南から）

図 5　粗製植物混和土器（上）と精製植物混和土器（下）
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り高い。ムレファティアン伝統に顕著な押圧剥離によ
るチャート製の石刃や石核が乏しく、それらは在地で
製作されていなかったようだ。他のチャート製石器は
ほぼ遺跡周辺で採れる石材が使われているが、なかで
も 2 点出土した大型の石刃は、シャカル・テペ遺跡を
含むシャフリゾール平原やキルクーク近郊の前 7 千年
紀後葉の遺跡にのみみられる、特異な石器である。南
東アナトリア産と推定される黒曜石製石器では、47
点のサイド＝ブロウ・ブレイド＝フレイクと 5 点の
CT 石刃が特筆される（図 6）。北メソポタミアの後期
新石器時代に特徴的とされるこれら石器の存在は、当
時の地域間関係を考えるうえで示唆的といえる。
　他に、動物骨や貝殻、カタツムリの殻といったいわ
ゆる自然遺物はもちろんのこと、土製の紡錘車や投弾、

石製ビーズ（図 7）、骨製の錐などといった人工遺物も
出土した。

5．おわりに
　シャイフ・マリフ遺跡Ⅰ号丘における 2025 年の発
掘調査は、前 6400/6380～6100/6080 年頃と思しき文
化層の存在を明らかにした。そこからの検出遺構や出
土遺物は、Ⅱ号丘における発掘調査成果とあわせて、
後期新石器時代を通じたこの遺跡の歴史を物語ってく
れる。とりわけ、高い一括性を示す遺物の集中域は、
物質文化の詳細を探るうえで貴重な資料になるだろう。
　計 4 つの遺丘において 2019 年から続けてきた発掘
調査の積み重ねにより、シャイフ・マリフ遺跡および
シャカル・テペ遺跡における先史時代の層序は、これ

図 6　黒曜石製のサイド＝ブロウ・ブレイド＝フレイク（左）とCT石刃（右）

図 7　出土土製品・ビーズ類
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でおおよそを把握することができた。しかし、シャフ
リゾール平原における後期新石器時代から銅石器時代
にかけての文化変化の追跡を目指す、私たちの調査研
究はいまだ道半ばである。たとえば、シャカル・テペ
遺跡Ⅰ号丘では、遺丘の奥深くに前 5 千年紀と目され
る文化層が眠っていることは確実視されるものの、技
術的・時間的制約からその発掘には至っていない。ま
た、前 6 千年紀前葉の様相も未解明のままに残されて
いる。今後も弛みなく追究の努力を継続し、新石器化
から都市化への移行プロセスにおいてこの地域が果た
した歴史的役割の理解へと、着実に迫っていきたい。

　なお本調査は、日本学術振興会科学研究費（課題番
号：JP23H00692、JP21KK0008、JP25KJ0027）の助成
を受けて実施した。
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